
BIGLOBE サービス「BIGLOBE 光プラス by au ひかりプラス」特約 

ビッグローブ株式会社 

第 1 章 総則 

第 1 条（本特約の適用） 

1  本サービスは、ビッグローブ株式会社（以下「当社」といいます）および KDDI 株式会社（以下「KDDI」といいます）が

共同で提供する複合型ブロードバンド接続サービス群です。 
2  本サービスの名称は、当社においては「BIGLOBE 光プラス by au ひかりプラス」と称し、KDDI においては「au ひかりプ

ラス」と称します。本特約では「本サービス」といいます。 
3  本サービスは、当社が KDDI から卸提供を受ける 5G 通信役務を利用したインターネット接続サービスである特定 5G イン

ターネットサービス、ならびに当社が NTT 東日本株式会社（以下「NTT 東日本」といいます）および NTT 西日本株式会

社（以下「NTT 西日本」といい、両社を総称して「NTT 東西」といいます）から卸提供を受ける IP 通信網サービスを利用

した FTTH 機能である特定 FTTH インターネットサービス、または KDDI が提供する FTTH 機能である FTTH インターネ

ットサービス、およびこれらに付帯する役務から構成されます。 
4  本サービスの提供および利用に関しては、本特約に定めるもののほか、当社が別途定める BIGLOBE 会員規約（以下「会員

規約」といいます）が適用されます。本特約の定めと会員規約の定めが矛盾または抵触する場合には、本特約の規定が優先

して適用されるものとします。 
5  本サービスを利用する契約者に対しては、本特約および会員規約に加え、KDDI が定める令和 8 年 9 月 17 日施行のブロー

ドバンド通信サービス契約約款（以下「KDDI ブロードバンド約款」といいます）および au ひかりプラスサービスご利用

規約等の関連規約が適用されます。ただし、本特約または会員規約の定めと、KDDI ブロードバンド約款その他の KDDI が
定める規程（約款、規約、ガイドライン等を含みます）の定めが矛盾または抵触する場合には、当社と契約者との間の権利

義務関係においては、本特約および会員規約の規定が優先して適用されるものとします。 
6  本サービスの利用にあたっては、KDDI が別途定める au ID 利用規約が適用されます。契約者は同規約を承諾のうえ、本サ

ービスを利用するものとします。 
7  本サービスの利用に必要な宅内設置機器であるハイブリッドホームルーターの貸与については、当社が別途定める

『BIGLOBE サービス「ハイブリッドホームルーターレンタル」特約』（以下「機器レンタル特約」といいます）が適用さ

れます。 
 

第 2 条（特約の変更） 

当社は、民法の定めに従い、本特約を変更することがあります。この場合、本サービスの提供条件は、変更後の本特約によ

ります。なお、当社は、変更後の本特約およびその効力発生時期を、当社のウェブサイトに掲示する等の相当の方法で周知

するものとし、変更後の本特約は、当該効力発生時期が到来した時点で効力を生じるものとします。 

第 3 条（用語の定義および読み替えの包括規定） 

1  本特約において使用する用語の定義は、本特約に特別の定めがある場合を除き、KDDI ブロードバンド約款および会員規約

の例によるものとします。 
2  本特約において使用する主要な用語の定義、ならびに KDDI ブロードバンド約款その他の KDDI 規程を適用または参照する

際の読み替え関係は、次の各号に掲げるとおり包括的に集約・定義するものとします。 
（1） 基本契約：本サービスの提供のために当社と KDDI との間でタイプに応じて締結される卸電気通信役務等の提供に関

する契約をいいます。なお、KDDI ブロードバンド約款における基本契約に相当し、同約款における基本契約者は当

社（ビッグローブ株式会社）を指すものとし、契約者が直接締結するものではありません。 
（2） 利用契約：本サービスを利用するために契約者と KDDI との間で締結される契約であって、特定 5G インターネット

サービス、FTTH インターネットサービス、特定 FTTH インターネットサービス、および電話（K）サービス等を利

用するための総括的契約をいいます。なお、KDDI ブロードバンド約款における利用契約に相当し、同約款における

利用契約者は契約者本人を指すものとします。 
（3） 提供契約：本サービスの提供を受けるために、契約者が当社、およびタイプに応じて KDDI との間で締結する電気通

信役務提供契約をいいます。 
（4） 契約者：提供契約および利用契約を締結している者をいいます。 
（5） 申込者：提供契約および利用契約の申し込みをした者をいいます。 
（6） 特定 5G インターネットサービス：KDDI から当社が卸提供を受ける 5G 通信役務を利用して、当社が固定無線アクセ

ス方式により契約者に提供するインターネット接続サービスをいいます。 



（7） FTTH 回線：NTT 東西から当社が卸提供を受ける卸電気通信役務を利用して当社が提供する光コラボレーションによ

る光ファイバー回線、または KDDI が提供する au ひかりの光ファイバー回線をいいます。 
（8） FTTH インターネットサービス：KDDI が自ら契約者に直接提供する光ファイバー回線接続サービスであって、タイ

プ 1 における FTTH 回線をいいます。 
（9） 特定 FTTH インターネットサービス：NTT 東西から当社が卸提供を受ける光コラボレーションによる卸電気通信役

務を利用して、当社が契約者に提供する光ファイバー回線接続サービスであって、タイプ 3 における FTTH 回線をい

います。 
（10）ハイブリッドホームルーター：当社が本サービスの利用および提供のために機器レンタル特約に基づき契約者に貸与

する、FTTH 通信機能、5G 通信機能、VoLTE 機能、光電話機能および Wi-Fi 機能等を有する宅内設置機器一式をい

います。 
（11）契約者端末：本サービスの提供を受けるために契約者が設置するパーソナルコンピュータ、スマートフォン、各種通

信機器および宅内設備等をいいます。 
（12）宅内機器：契約者端末のうち接続性確認のうえ指定され、本サービスのタイプに応じて NTT 東西または KDDI から

貸与される回線終端装置（ONU）、VDSL モデム等の機器をいいます。 
（13）タイプ 1：KDDI が提供する FTTH インターネットサービスと当社が提供する特定 5G インターネットサービスを組

み合わせて提供する本サービスの構成形態をいいます。 
（14）タイプ 2：当社が提供する特定 5G インターネットサービスのみで提供する本サービスの構成形態をいいます。 
（15）タイプ 3：当社が提供する特定 FTTH インターネットサービスと当社が提供する特定 5G インターネットサービスを

組み合わせて提供する本サービスの構成形態をいいます。 
（16）スタンダードモード：特定 5G インターネットサービスにおける、月間の通信データ容量に制限のない基本的な通信

モードをいいます。 
（17）プラスエリアモード：特定 5G インターネットサービスにおける、より広域なエリア等で利用可能な通信モードであ

って、月間累計送受信容量に制限が設定されるものをいいます。 
（18）au ID：KDDI が au ID 利用規約に基づき、契約者に発行または統合する識別コードをいいます。 
（19）転用：NTT東西とフレッツ光契約を締結している者が、同一の設置場所および回線設備を維持したまま、タイプ 3の

卸役務利用サービスへ切り替えることをいいます。 
（20）事業者変更：他の光コラボレーション事業者と契約を締結している者が、同一の設置場所および回線設備を維持した

まま、当社または他事業者の卸役務利用サービスへ切り替えることをいいます。 
（21）光回線再利用：シェアドアクセス事業者等を利用している者が、同一の設置場所および回線設備を維持したまま、当

社または他事業者の卸役務利用サービスへ切り替えることをいいます。 
（22）移転：契約者が転居等に伴い、本サービスの提供を受ける設置場所を変更することをいいます。 
（23）料金等：本サービスの提供に関する、サービス登録料、月額費用、工事費、契約解除料、機器未返却損害金、ならび

に各種オプションサービス利用料その他一切の金員およびこれらにかかる消費税等相当額をいいます。 
3  本特約において定義または包括的に読み替えを行った用語について、KDDI ブロードバンド約款等における用語の名称また

は定義内容と相違がある場合であっても、第 1 条第 5 項の規定に基づき、当社と契約者との権利義務関係においては本特約

の規定および解釈が優先して適用されるものとします。 

第 2 章 契約構造と成立 

第 4 条（契約構造と単位） 

1  当社は、1 の BIGLOBE ID に対して 1 の本サービス契約を締結します。この場合において、1 の本サービス契約の対象とな

るのは、1 の設置場所として契約者が届け出た場所に限るものとします。 
2  本サービスの契約単位および構造は、以下のとおりとします。 

（1） 基本契約：当社と KDDI との間で締結される卸電気通信役務等の提供に関する契約であり、契約者が直接締結するも

のではありません。 
（2） 提供契約：契約者が本サービスの提供を受けるために締結する契約であり、タイプに応じて以下のとおり契約当事者

および役務が構成されます。 
・タイプ 1：契約者と KDDI 間の FTTH インターネットサービス契約、および契約者と当社間の特定 5G インターネ

ットサービス契約 
・タイプ 2：契約者と当社間の特定 5G インターネットサービス契約 
・タイプ 3：契約者と当社間の特定 5G インターネットサービス契約および特定 FTTH インターネットサービス契約 

（3） 利用契約と提供契約の関係：契約者は、本サービスの利用にあたり KDDI との間で利用契約を締結します。利用契約

と提供契約はセットとして一体で成立・存続するものとし、いずれか一方のみが独立して成立・存続することはでき

ません。セットが成立しない場合は、本サービスは成立しないものとします。 



3  KDDI との利用契約自体には単独の期間の定めはありませんが、セットとなる提供契約が 2 年間の定期利用契約（自動更新）

として規定されるため、本サービス全体としては 2 年定期利用契約となります。 
4  第 3 条に定めるタイプ 1、タイプ 2、およびタイプ 3 は、締結・利用されている提供契約、利用契約、および役務の組み合

わせ状態を示す識別概念であり、それ自体が独立した単一の契約単位を示すものではありません。 

第 5 条（申込） 

1  本サービスの申し込みは、申込者が本特約、会員規約、機器レンタル特約、au ID 利用規約、および KDDI ブロードバンド

約款を承諾のうえ、当社所定の方法により、氏名、住所、電話番号、メールアドレス等の連絡先、設置場所、その他当社の

指定する事項を申告して行うものとします。 
2  申込者は、不正利用を防止するために犯罪収益移転防止法、電気通信番号計画その他の法令等に基づき、当社が求める本人

確認書類の提示または提出、ならびに職業および利用目的等の申告を行うものとします。 
3  申込者は、本サービスの申し込みにあたり、料金等の支払方法として KDDI 請求の登録を行うものとし、これに必要な au 

ID の設定および同意手続を行うものとします。 

第 6 条（契約の成立） 

1  当社は、前条の申込があったときは、受け付けた順序に従って審査を行い、これを承諾します。 
2  当社が申込者の申し込みを承諾した日をもって、当社と申込者との間に提供契約が成立します。 
3  前項の規定にかかわらず、利用契約およびタイプ 1 等における KDDI 提供役務の契約成立にあたっては KDDI による審査お

よび承諾が必要となるため、当社が申し込みを承諾した場合であっても、KDDI による承諾が得られなかった場合は、提供

契約および利用契約のセットは遡って成立しなかったものとみなします。 
4  当社は、申込者が次の各号のいずれかに該当する場合には、提供契約の申し込みを承諾しない、または成立した契約を解除

することができるものとします。 
（1） 申込内容、届出住所、本人確認情報、職業・利用目的、または連絡先等に虚偽、誤記、もしくは記入漏れがあった場

合 
（2） 申込者が住居を日本国内に有していない場合 
（3） 申込者が過去に当社または提携事業者の提供するサービスの料金等の支払いを怠り、または怠るおそれがあると当社

が判断した場合 
（4） 申込者が過去に当社との契約に違反したことがある、または会員資格の取消処分等を受けたことがある場合 
（5） 申込者が未成年者、成年被後見人、被保佐人または被補助人のいずれかであり、申し込みに際し法定代理人等の同意

を得ていなかった場合 
（6） 申込者が連絡用に登録した電話番号やメールアドレス等の連絡先に、当社からの通知が到達しなかった場合 
（7） 申込者が本サービスの利用を主たる目的とせず、短期間に入退会を繰り返すなど、特典の享受のみを目的としている

と当社が合理的に判断した場合 
（8） 申込者が反社会的勢力（暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係企業、総会屋等、その他これらに準ずる者）

に該当する場合、または反社会的勢力と密接な関係を有していると認められる場合 
（9） 申込者が個人利用として不相当に多数の申込を行う等、サービスの安定提供に支障をきたすおそれがあると当社が合

理的に判断した場合 
（10）ハイブリッドホームルーターを届出設置住所以外で利用するおそれがある、または利用したと当社が判断した場合 
（11）その他、技術上または当社の業務の遂行上、著しい支障があると当社が判断した場合 

第 7 条（申し込みの撤回と初期契約解除） 

1  申込者は、当社が申し込みを承諾して提供契約が成立するまでの間、当社所定の方法により申し込みを撤回することができ

ます。ただし、当社が申し込みを承諾し提供契約が成立した日以降、または FTTH 回線の工事に着手した後、ならびにハイ

ブリッドホームルーターの配送手配が完了した後においては、申込の撤回を行うことはできません。 
2  契約者は、当社からの契約書面（電磁的書面を含みます。以下本条において同様とします。）を受領した日、KDDI からの

契約書面を受領した日、または第 8 条に定める本サービスの契約開始日のうち、最も遅い日から起算して 8 日を経過するま

での間、書面により提供契約の解除を行うことができます。なお、本サービスは電気通信事業法上の初期契約解除制度の対

象であり、クーリング・オフ制度の適用はありません。 
3  前項の初期契約解除があった場合、契約者は、初期契約解除の効力が発生するまでに提供を受けた役務の対価（実費）、実

施された FTTH 回線工事費用、および法令上の上限額によるサービス登録料相当額等を当社所定の定めに従い支払うものと

します。 

第 8 条（契約開始日） 



1  本サービスの契約開始日は、ハイブリッドホームルーターが契約者の指定した住所に着荷したことを当社が確認した日（初

回接続が検知された日を含みます）、または FTTH 回線の工事が完了した日のうち、いずれか早い日とします。 
2  各種料金の発生時期および課金開始日については、別表に定めるところによります。本サービスに係る請求は当社が行いま

すが、契約者が KDDI との提供契約に基づき利用するオプションサービス等に係る料金の算定根拠および発生条件について

は KDDI が定め、KDDI より請求します。 

第 9 条（タイプの決定） 

1  申込者は、本サービスの申し込みに際し、特定 5G インターネットサービス単体であるタイプ 2 による提供を指定して申し

込むことができます。 
2  申込者が前項に基づく指定を行わない場合、当社は、申し込み時に申込者の利用環境、通信設備状況、および申込内容等に

基づき判定を行い、タイプ 1 またはタイプ 3 のいずれかの形態で本サービスを提供します。なお、申込者および契約者は、

当社が決定したタイプ 1 またはタイプ 3 を自ら指定または変更することはできません。 
3  タイプ 1 またはタイプ 3 として申し込みを受け付けた場合であっても、現地調査、宅内配線状況、建物の構造上施工上の理

由、建物所有者等の許諾が得られない等の事由により FTTH 回線の開通工事が実施不能または提供不可と判定された場合、

当社は契約者に対し、本サービスの提供形態を別表に定める別のタイプへ変更できる旨を通知し、契約者は当社の通知した

別のタイプへ移行することができるものとします。契約者は、別のタイプへ移行せず本サービスを解約することもできます

が、その場合、当社所定の違約金等の支払い義務が生じます。 
4  前項の規定によりタイプ 2 へ移行された場合、契約者は FTTH 回線に関わる開通工事費の支払義務を免れるものとします。

ただし、特定 5G インターネットサービスおよびハイブリッドホームルーターレンタルに関する契約関係は継続するものと

し、契約者がタイプ 2 での利用を希望しない場合は、当社所定の手続きに従い本サービスを解約するものとします。 

第 10 条（転用・事業者変更等の特則） 

1  転用、受入による事業者変更、または受入による光回線再利用によりタイプ 3 の本サービス契約を申し込む申込者（光回線

再利用による申込は当社が別途定める場合に限ります）は、当社所定の方法により、転用番号、事業者変更承諾番号、また

は光回線再利用承諾番号等を速やかに当社に申告するものとします。 
2  前項の申し込みによる本サービス契約の成立と同時に、従前締結していたインターネット接続サービス契約およびフレッツ

光契約等は、各事業者の定める条件に従い終了または切り替えられます。 
3  契約者は、手続代行および回線切替に必要な範囲内で、当社が NTT 東西および変更元事業者に対し、契約者情報を開示共

有することにあらかじめ同意するものとします。 

第 11 条（届出事項の変更および移転） 

1  契約者は、氏名、設置場所としての住所、電話番号、メールアドレス等の連絡先、その他当社への届出事項に変更があった

場合、速やかに当社所定の方法でその旨を届け出るものとします。 
2  契約者は本サービスの移転を行うことはできず、移転を希望する場合は、一度本サービスを解約のうえ、再度契約をする必

要があります。 
3  契約者は、KDDI による本サービスの提供および保守等に必要な範囲内で、当社が契約者の届出事項および変更事項を

KDDI に開示提供することに同意するものとします。当社がかかる開示を行った場合、内容確認用書類についても同様に取

り扱います。 
4  第 1 項の届出がなかったことにより当社からの通知または送付書類等が延着または不到達となった場合であっても、当社は

その責任を負わず、通常到達すべきときに到達したものとみなします。 

第 11 条の 2（名義変更および権利譲渡） 

1  契約者は、当社が別途認める結婚や離婚等による婚姻改姓などの改姓および改名による名義変更の場合を除き、提供契約上

の地位および権利義務を第三者に譲渡、売買、名義変更、質入その他一切の処分をすることはできません。 
2  契約者が死亡した場合もその相続人は提供契約上の地位を承継することはできず、第 11条の 3に定める代理人手続に従い、

本サービスの解約を要します。 

第 11 条の 3（代理人による手続き） 

1  契約者は、当社が別途認める場合に限り、法定代理人または当社所定の委任状等を提出した任意代理人を通じて、本サービ

スに関する届出および解約等の手続きを行うことができます。 
2  前項の場合において、当社は代理人に対し、公的な本人確認書類の提出および代理権の存在を証明する書類の提出を求める

ことができるものとし、代理人による手続きの結果については契約者本人が一切の責任を負うものとします。 

第 3 章 サービス内容および通信制御・機器・オプション 



第 12 条（サービス内容） 

1  本サービスは、第 3 条に定めるサービスタイプに基づき、特定 5G インターネットサービス、FTTH 通信機能、およびこれ

らに付帯する各種機能を提供するものです。 
2  タイプ 1 における FTTH 回線は KDDI が自ら契約者に提供する役務であり、タイプ 3 における特定 FTTH インターネット

サービスは当社が提供する光コラボレーション役務です。 
3  本サービスの提供には、当社が貸与するハイブリッドホームルーターの利用が必須となります。ハイブリッドホームルータ

ーのレンタルは本サービスに不可分一体として付帯するものであり、本サービスの申し込みをもって、機器レンタル特約に

基づくハイブリッドホームルーターの貸与および利用に同意したものとみなします。 

第 13 条（回線工事） 

1  タイプ 1 またはタイプ 3 の提供にあたり、契約者は FTTH 回線の引き込みおよび設置工事が必要となることに同意し、工事

の実施に協力するものとします。 
2  契約者は、回線工事の実施にあたり、工事担当者が設置場所に立ち入ること、ならびに既設の配管等の利用または壁面への

穴あけや加工等を行う場合があることに同意するものとします。 
3  建物が集合住宅または賃貸物件である場合、契約者は、回線工事の実施について建物所有者、管理者または管理組合等から

自己の責任と費用においてあらかじめ必要な承諾を得るものとします。承諾が得られないことにより工事が実施できない場

合、当社は提供契約を解除することができるものとします。 
4  契約者の都合により、確定した工事予定日に工事が実施できなかった場合、または工事内容に追加や変更が生じた場合、当

社は契約者に対し、それに伴い発生した追加費用を請求することができるものとします。 

第 14 条（特定 5G インターネットサービスの通信制御） 

1  特定 5G インターネットサービスを利用する通信には、スタンダードモードおよびプラスエリアモードがあります。ハイブ

リッドホームルーターは、FTTH 回線との接続を検知した場合に自動的にプラスエリアモードに切り替わり、FTTH 未開通

時または障害時等においてはスタンダードモードで動作します。なお、契約者の手動操作によりモードを変更することも可

能です。 
2  特定 5G インターネットサービスのプラスエリアモードにおける当月の累計通信送受信量が上限値である 30 ギガバイトを超

過した場合、当社は当月末までの特定 5G インターネットサービスにおける通信速度を送受信最大 128kbps に制限します。

なお、スタンダードモード利用時は制限の対象外とします。 
3  当社および KDDI は、通信の品質維持、設備の保護、電波の公平利用、または通信混雑の緩和を目的として、特定の条件下

において通信速度の制御、帯域制御、通信の一時切断、または利用制限を行う場合があります。 
4  契約者は、大量のデータを継続的に伝送することにより他契約者の利用に悪影響を及ぼす等、その利用が著しく不公正であ

ると当社または KDDI が判断した場合、当社が当該通信を制限または切断することにあらかじめ同意するものとします。 

第 15 条（IPv6 オプション） 

1  当社は、タイプ 3 の契約者に対し、追加の申込を要することなく、IPv6 オプションによるインターネット接続機能を自動的

に提供します。 
2  IPv6 オプションは、当社が NTT 東西との間で行う開通手続完了に伴い自動的に有効化されます。 
3  契約者は、IPv6 オプションの利用にあたり、当社が別途定める仕様（https://support.biglobe.ne.jp/ipv6/）に従うものとし

ます。 

第 16 条（ハイブリッドホームルーターレンタルサービス） 

1  当社は、契約者に対し、本サービスの利用および通信品質の確保を目的としてハイブリッドホームルーターを貸与します。

本サービスの利用における最高通信速度は、FTTH 回線接続時においてご契約の FTTH 品目に応じ最大 1Gbps または

10Gbps となり、特定 5G インターネットサービス接続時においてエリアや電波状況に応じ下り最大 2.7Gbps および上り最

大 218Mbps となります。なお、これらはいずれも技術規格上の最大値を示すベストエフォート型の通信サービスであり、

契約者の実際の利用環境、混雑状況、および端末スペック等により実効速度は低下します。 
2  ハイブリッドホームルーターに内蔵される無線 LAN 機能の最大通信速度、および当社が提供する一部の付帯機能の利用に

は、第 17 条第 3 項第 1 号に定める「Wi-Fi パック」の契約が別途必要となります。Wi-Fi パックの契約の有無による無線

LAN 機能の技術規格上の最大通信速度は、次の各号に定めるとおりとします。 
（1） Wi-Fi パックを契約している場合：最大 9.3Gbps（IEEE802.11be）、または最大 2.4Gbps（IEEE802.11ax） 
（2） Wi-Fi パックを契約していない場合：最大 3.5Gbps（IEEE802.11be）、または最大 2.4Gbps（IEEE802.11ax） 

3  前項に記載の通信速度は、Wi-Fi 7 規格のマルチリンクオペレーション（MLO）技術等を用いて複数の周波数帯を束ねた場

合の、技術規格上の概ねの最大値であり、実使用速度を示すものではありません。実際の通信速度は、契約者のご利用にな



る機器の性能、宅内の配線状況、無線 LAN の電波環境、およびインターネットの混雑状況等、様々な要因により低下する

場合があります。 
4  ハイブリッドホームルーターの貸与条件、管理基準、位置情報取得機能、故障交換手続、未返却時の損害金その他詳細な規

定については、当社が別途定める機器レンタル特約に従うものとします。 

第 17 条（オプションサービス） 

1  契約者は、本サービスに付随して、当社または KDDI 等の提携事業者が提供する各種オプションサービスを別途申込により

利用することができます。本サービスにおいて提供する主なオプションサービスの例は次の第 2 項および第 3 項に掲げると

おりとし、これら以外の当社または提携事業者が指定するオプションサービスについても、当社または提携事業者が別途定

める条件に従い申し込むことができるものとします。なお、各オプションにかかる課金タイミング、請求時期および回収方

法については、当社または KDDI が指定・管理する規定に従うものとします。 
2  当社が提供する主なオプションサービス 

（1） 電話（N）：NTT 東西の卸役務を利用して当社が提供する IP 電話サービスです。詳細は『BIGLOBE サービス「電

話（N）」特約』が適用されます。 
（2） 光テレビ：NTT 東西およびスカパーJSAT 株式会社の卸役務を利用して当社が提供する映像伝送サービスです。詳細

は『BIGLOBE サービス「光テレビ」特約』が適用されます。 
（3） BIGLOBE あんしんパック：総合セキュリティ機能および端末保証機能をパッケージ化して提供するパックサービス

です。詳細は「BIGLOBE あんしんパック提供特約」が適用されます。 
（4） BIGLOBE お助けサポート＋：機器操作や設定等に関する電話およびリモートサポートサービスです。詳細は

「BIGLOBE お助けサポート＋ご利用規約」が適用されます。 
（5） トータル・ネットセキュリティ：総合セキュリティ機能を提供するサービスです。詳細は「トータル・ネットセキュ

リティ利用規約」が適用されます。 
（6） BIGLOBE インターネット端末保証サービス：通信端末の故障・破損等に対する修理費用等を補償するサービスです。

詳細は「BIGLOBE インターネット端末保証サービス特約」が適用されます。 
3  KDDI が提供する主なオプションサービス 

（1） Wi-Fi パック：ハイブリッドホームルーターの無線 LAN 親機機能、公衆無線 LAN 機能、セキュリティ機能等を包括

して提供するサービスです。詳細は KDDI ブロードバンド約款および「au ひかりプラスサービスご利用規約」が適

用されます。 
（2） メッシュ Wi-Fi 子機：宅内 Wi-Fi エリアを拡張するための機器をレンタル提供するサービスです。詳細は「au ひかり

プラスサービスご利用規約」が適用されます。 
（3） 電話（K）：KDDI が契約者に直接提供する IP 電話サービスです。詳細は KDDI ブロードバンド約款が適用されま

す。 
（4） au ひかり テレビ：専門チャンネルおよびビデオオンデマンド等を視聴できる映像配信サービスです。詳細は「有料

放送役務契約約款」が適用されます。 
（5） その他 KDDI が提供する付加機能・サービス：KDDI ブロードバンド約款または au ひかりプラスサービスご利用規

約等に基づき提供される各種付加機能およびオプションサービスを含みます。 

第 18 条（提供エリア） 

1  本サービスの提供エリアは、KDDI エリアによる特定 5G インターネットサービス、および KDDI または NTT 東西エリア

による FTTH 回線という各構成要素が定める提供エリアに準じます。 
2  提供エリア内であっても、地形、建物の構造、高層階、地下、遮蔽物、基地局の混雑状況、その他の環境要因により、本サ

ービスの全部または一部が利用できない場合、あるいは通信速度が著しく低下する場合があります。 

第 19 条（ID・パスワードの管理） 

契約者は、本サービスの利用に際して当社から付与または登録される BIGLOBE ID、パスワード、および au ID 等を自己

の責任において厳重に管理するものとし、これを第三者に利用させ、または譲渡、貸与、売買等してはなりません。ID お

よびパスワードの管理不十分、使用上の過誤、第三者の不正使用等による損害の責任は契約者が負うものとし、当社は一切

の責任を負いません。 

第 20 条（保守および障害対応） 

1  当社は、本サービス用設備の保守、工事、または障害復旧等のためやむを得ない場合、本サービスの提供を一時的に停止す

ることがあります。この場合、原則として事前に契約者に通知しますが、緊急の場合はこの限りではありません。 
2  契約者は、本サービスに故障または障害が生じた場合、速やかに当社にその旨を通知するものとします。 



3  当社は、前項の通知を受けた場合、故障の原因が当社または卸元事業者の設備にあるか、あるいは契約者の契約者端末、宅

内機器、ハイブリッドホームルーター等にあるかを調べる故障切り分けを行います。 
4  故障切り分けの結果、故障の原因が契約者の所有または管理する設備、利用方法、あるいは宅内環境にあると判明した場合、

当社は出張費や調査費等の実費を契約者に請求することができるものとします。 

第 21 条（宅内機器等の取扱い） 

1  契約者は、自己の費用と責任において契約者端末を準備し、維持管理するものとします。 
2  本サービスの提供にあたり、NTT 東西、KDDI または当社から契約者に対して ONU、VDSL モデム、ホームゲートウェイ

等の各種宅内機器が貸与されます。契約者は、貸与された宅内機器を善良な管理者の注意をもって管理し、本サービス利用

以外の目的で使用し、または分解や改造等を行ってはなりません。 
3  転出による事業者変更を除く提供契約の終了、移転、宅内機器の更新等の理由により返却事由が発生した場合、契約者は、

貸与を受けた宅内機器を当社または貸与事業者が指定する期日および方法に従い返却するものとします。 
4  契約者が当社所定の期日までに宅内機器を返却しない場合、当社は、返却を受けられなかったことに起因して NTT 東西ま

たは当社等の貸与者が被った実費相当額の損害賠償として、38,000 円（消費税不課税）を上限として契約者に請求すること

ができるものとし、契約者はこれに応じるものとします。 

第 4 章 料金等および支払方法 

第 22 条（料金等） 

契約者は、別表に定めるサービス登録料、月額費用、工事費、契約解除料、機器未返却損害金、ならびに各種オプションサ

ービス利用料等の料金等を、本特約および会員規約の定めに従い当社に支払うものとします。 

第 23 条（料金の計算および課金） 

1  本サービスの月額費用は、契約開始日の属する月の翌月初日から発生し、解約または解除された日の属する月の末日まで計

算します。ハイブリッドホームルーターのレンタル料については当社が別途定めた『BIGLOBE サービス「ハイブリッドホ

ームルーターレンタル」特約』に従うものとします。 
2  契約開始月に本サービスが解約または解除されたとき、当社の役務提供サービスである回線利用料等については請求する場

合があります。 
3  月の途中に本サービスが解約された場合であっても、解約月の月額費用は日割り計算を行わず、1 カ月分を満額請求します。 
4  本サービスが終了した場合、契約者は未払いの工事費残額である残債を当社の指定する方法で一括して支払うものとします。 
5  契約者は、NTT 東日本または NTT 西日本の回線開通工事費の未払い分割払金の扱いについて以下のとおり同意するものと

します。 
（1） タイプ 3 の契約の成立前に NTT 東日本または NTT 西日本と締結したフレッツ光契約の下でフレッツ光回線の開通工

事費用を NTT 東日本または NTT 西日本に分割払いしていた転用本サービス会員が本サービス契約の成立時点におい

て全ての分割払金の NTT 東日本または NTT 西日本への支払いを完了していない場合、かかる時点において未払いの

分割払金については、以降、当社が NTT 東日本または NTT 西日本に代わり支払いを請求し、その本サービス会員に

は当社にお支払いいただきます。 
（2） 前号により本サービス会員が当社に支払う分割払い 1 回あたりの金額は別表に定めるとおりとします。（NTT 東日本

または NTT 西日本に支払うとした場合と比較すると、支払う未払い金の総額は同一ですが、1 回あたりの分割払金

の金額および支払回数が異なる場合があります） 

第 24 条（支払方法および手数料の特例） 

1  本サービスにかかる料金等の支払方法は、KDDI 請求のみとします。 
2  契約者が本サービスの申し込みにあたり、会員規約第 26 条第 1 項に定める KDDI 請求以外の支払方法を選択または利用し

ていた場合であっても、本サービス契約の成立をもって、契約者が利用する全ての BIGLOBE サービスにかかる支払方法は

KDDI 請求へ自動的に変更および一元化されるものとします。 
3  前項の規定に基づき全ての BIGLOBE サービスにかかる支払方法が KDDI 請求に一元化された契約者については、預金口座

振替または自動払込による支払方法を選択した場合であっても、金融機関等の口座振替取扱手数料は全額無料とします。 
4  契約者が支払期日を過ぎても料金等を支払わない場合、契約者は、支払期日の翌日から支払日の前日までの日数について、

年 14.5％の割合で計算した額を延滞利息として当社が指定する期日までに支払うものとします。 

第 5 章 契約者の義務および禁止事項 

第 25 条（協力義務） 



契約者は、本サービスの円滑な提供のため、回線工事の立ち会い、ハイブリッドホームルーターおよび宅内機器の設置場所

の確保、位置確認への協力、故障切り分けへの協力等、当社または当社の指定する者が求める必要な協力を行うものとしま

す。 

第 26 条（禁止事項） 

契約者は、本サービスの利用にあたり、会員規約第 32 条に定める禁止事項のほか、次の各号に定める行為を行ってはなり

ません。 
（1）  当社、提携事業者または第三者の著作権、商標権、プライバシー、肖像権その他の権利を侵害する行為、または侵害

するおそれのある行為 
（2）  ウイルス等の有害なコンピュータプログラム等を送信、掲載、または書き込みする行為 
（3）  他人の BIGLOBE ID や au ID を不正に取得および使用し、または自己の ID を第三者に使用させる行為 
（4）  事前の承諾なく本サービスを不特定の第三者に利用させる行為、または営利目的で転貸および再提供する行為 
（5）  法令または公序良俗に反する行為、あるいは犯罪行為に結びつく行為 
（6）  他者への誹謗中傷、差別、名誉や信用の毀損、または社会通念上嫌悪感を抱かせる電子メールの大量送信行為 
（7）  本サービス用設備に過大な負荷を生じさせ、または本サービスの運営や安定供給を妨げる行為 
（8）  ハイブリッドホームルーターおよび宅内機器の分解、改造、損壊、位置情報機能の無効化、ソフトウェアの改変、ま

たはリバースエンジニアリング等を行う行為 
（9）  ハイブリッドホームルーターを、申し込み時に当社に届け出た設置住所以外の場所へ持ち出して使用する行為 
（10）ハイブリッドホームルーター等を第三者に譲渡し、転貸し、または担保に供する行為 
（11）事実に反する情報を送信する行為、またはネズミ講である無限連鎖講を開設および勧誘する行為 

第 6 章 契約の解約、停止および解除 

第 27 条（定期利用契約および契約者による解約） 

1  提供契約は、契約開始日の属する月の翌月を起算月とする 2 年間である 24 カ月間の定期利用契約となります。契約期間の

最終月である 24 カ月目を満了月とし、満了月、その翌月である 25 カ月目、および翌々月である 26 カ月目の 3 カ月間を更

新期間とします。更新期間中に契約者または当社から解約の申出がない限り、同一条件にて 2 年間自動更新されるものとし、

以降も同様とします。 
2  契約者は、本サービスを解約しようとする場合、当社の指定する方法により、解約希望日を添えて当社に通知するものとし

ます。 
3  契約者が更新期間以外の期間中に本サービスを解約した場合、契約者は、別表に定める契約解除料を一括して当社に支払う

ものとします。 
4  本サービスが解約または終了した場合であっても、契約者と当社との間の BIGLOBE 会員契約は自動的に退会処理および終

了処理されるものではありません。契約者が会員契約の退会を希望する場合は、あらかじめ本サービスの解約手続を完了さ

せたうえで、別途会員規約に基づく退会手続を行う必要があります。 

第 28 条（転出の特則） 

1  タイプ 1（当社が別途定める場合に限ります）またはタイプ 3 の契約者が事業者変更または光回線再利用による転出を行う

場合、当社所定の手続きに従い承諾番号の払い出しを受け、変更先事業者へ申し込むものとします。 
2  前項に定める手続きに基づき、契約者が変更先事業者への事業者変更または光回線再利用を完了した日（変更先事業者のサ

ービスへの切り替えが完了した日）をもって、本サービスに付随する基本契約および回線契約は終了します。本サービスが

終了した月における基本料金および各種月額利用料については、終了日によらず、日割り計算は行わず 1 カ月分を請求する

ものとします。 

第 29 条（当社による契約の解除および連動解約） 

1  当社は、契約者が次の各号のいずれかに該当した場合、何らの催告を要することなく、直ちに提供契約の全部または一部を

解除することができるものとします。 
（1） 第 6 条第 4 項各号のいずれかに該当することが判明した場合 
（2） 料金等の支払いを、支払期日を過ぎてもなお履行しない場合 
（3） 差押、仮差押、仮処分、競売の申立てを受け、または破産手続開始もしくは民事再生手続開始等の申立てがあった場

合 
（4） 第 26 条の禁止事項の規定に違反した場合 
（5） ハイブリッドホームルーターを届出設置住所以外で利用したと当社が判断した場合 
（6） その他、本特約の条項に著しく違反し、信頼関係を破壊したと当社が認めた場合 



2  各契約の解除または解約があった場合、他契約への連動関係は以下のとおり取り扱います。 
（1） 特定 5G インターネットサービス解約時：本サービスの根幹をなす役務であるため、これに連動して KDDI との利用

契約、タイプ 1 における FTTH インターネットサービス、タイプ 3 における特定 FTTH インターネットサービス、

電話（K）契約、および全ての付加オプションならびにハイブリッドホームルーターレンタル契約が自動的に連動解

約となります。 
（2） FTTH 回線解約時：開通工事完了後におけるタイプ 1 またはタイプ 3 の FTTH 回線契約の解約時は、利用契約、特定

5G インターネットサービス、および電話（K）等の全ての契約が連動解約となります。ただし、未開通時である工事

完了前のキャンセルの場合は、タイプ 2 へ移行する特定 5G インターネットサービスおよび電話（K）は解約されず

継続存続します。 
（3） 電話（K）解約時：電話（K）契約のみの単独解約となり、特定 5G インターネットサービスや FTTH 回線等のインタ

ーネット接続契約は連動解約されず存続します。 

第 30 条（利用の停止および連動利用停止） 

1  当社は、契約者が次の各号のいずれかに該当する場合、本サービスの全部または一部の提供を停止することができるものと

します。サービスの提供停止中も各種料金は発生し、提供再開後、または契約終了・解除時に当社から契約者へ一括して請

求するものとします。 
（1） 契約者が KDDI 請求における未納を含め料金等の支払いを怠った場合 
（2） 契約者が本特約または会員規約に違反したと当社が判断した場合 
（3） 契約者が当社に届け出た連絡先に連絡がとれない場合、または届出住所への郵送物が不到達となった場合 
（4） 契約者が当社の指定する期日までにハイブリッドホームルーターを受領せず、一定期間経過後当社へ返送された場合 
（5） ハイブリッドホームルーターが届出設置住所以外で利用されていると当社が判断した場合 
（6） その他、当社が本サービスの提供を継続することが不適切であると判断した場合 

2  本サービスの提供が停止された場合、これに連動して本サービスに付帯する各種オプションサービスおよび提携機能の全部

または一部の提供も自動的に連動利用停止となるものとします。 

第 31 条（契約終了後の措置および債務の存続） 

1  本サービスが終了した場合、契約者は、未払い料金、工事費残債、契約解除料等を含む当社に対する一切の債務について期

限の利益を喪失し、直ちに一括して支払うものとします。 
2  契約者は、契約終了後、機器レンタル特約の定めに従い速やかにハイブリッドホームルーターを返却するとともに、第 21 条

の定めに従い貸与された宅内機器を速やかに返却するものとします。解約時はハイブリッドホームルーターの返却キットが

KDDI より送付されます。 
3  タイプ 1 またはタイプ 3 の契約者は、契約終了に伴い、自己の責任と費用において FTTH 回線の撤去工事を行うか、建物所

有者等との協議のうえで設備を存置するかを決定するものとします。 
4  本サービスの終了後であっても、契約者が支払いを完了していない料金等についての債務は、履行が完了するまで有効に存

続します。 

第 32 条（卸契約終了に伴う自動終了） 

当社が KDDI や NTT 東西等の卸元事業者から卸提供を受ける電気通信役務にかかる当社と卸元事業者との間の契約が終了

した場合は、本サービスも当該終了日に準じて同時に終了するものとします。 

第 7 章 雑則 

第 33 条（損害賠償および責任の制限） 

1  当社は、当社の責に帰すべき事由により、契約者が本サービスの全部が停止した場合と同等と評価できる状態として本サー

ビスを全く利用できない状態に陥った場合、当社のその状態を知った時刻から起算して 24 時間以上その状態が継続したと

きに限り、契約者の請求に基づき、その日数に対応する本サービスの月額費用の日割額を上限として損害を賠償します。た

だし、当社の故意または重過失による場合は、24 時間以上の継続を要さず、直接かつ通常の損害について賠償します。 
2  本サービスの利用に起因して契約者または第三者に生じた前項以外の損害について、当社は、契約者に現実に生じた直接か

つ通常の範囲の損害に限り責任を負うものとします。ただし、当社の故意または重大な過失による場合はその限りではあり

ません。 

第 34 条（個人情報等の取扱い） 

1  当社および KDDI は、本サービスの申し込みおよび利用に際し、以下の個人情報等を取得します。 
（1） 契約者情報：氏名、住所、生年月日、電話番号、メールアドレス等の連絡先、請求先情報。 



（2） 機器動作データ：ハイブリッドホームルーター等の端末識別情報、設定情報、動作ログ。 
（3） 推測位置情報：通信端末や基地局から得られる情報に基づき推測される設置場所・位置情報。 
（4） 品質・電波情報：通話・データ通信における品質、電波強度、障害発生場所等の情報。 

2  当社および KDDI は、取得した個人情報等を以下の目的で利用します。 
（1） 本サービス、オプションサービス、および付帯役務の提供・運営。 
（2） 機器の品質改善、性能向上、利用状況の調査・分析。 
（3） 料金等の計算、請求、回収、および与信管理。 
（4） 当社、KDDI、または提携事業者のサービス紹介、カスタマイズされた提案、および広告・販促物の提供。 
（5） ネットワーク品質維持・向上のための通信先・アプリケーション識別、および混雑時の帯域制御。 

3  当社および KDDI は、取得した個人情報を以下のとおり第三者に提供・開示します。 
（1） KDDI への開示：au スマートバリュー、自宅セット割等の割引提供およびサービス連動のため。 
（2） 開通関係者への開示：タイプ 1 およびタイプ 3 における施工・開通のため、取次代理店、工事事業者、建物所有者・

管理会社、NTT 東西等へ必要な情報を開示。 
（3） NEC プラットフォームズ株式会社への開示：機器動作データの品質改善・保守のため。非同意の契約者は機器設定画

面から「品質向上のための保守データ送信機能」を停止できます。 
（4） トビラシステムズ株式会社への開示：電話（K）迷惑電話ブロック機能の精度向上のため、発着信電話番号、日時、

通話時間を 1 日 1 回頻度で開示。 
（5） F-Secure Corporation への開示：au ひかりアプリのホームネットワークプロテクション機能提供のため、端末識別情

報やアクセス URL 等を判定用に開示。 
（6） 発信者情報開示請求対応：タイプ1において公的機関や第三者から開示請求・差押対応等の依頼を受けた場合、KDDI

から当社へ情報を提供。 
4  KDDI および当社の個人情報取扱いの詳細は、以下のウェブサイトにて公表します。 

・KDDI プライバシーポリシー：https://www.kddi.com/corporate/kddi/public/privacy/ 
・BIGLOBE 個人情報等の取扱い：https://www.biglobe.ne.jp/personal-info.html 
・BIGLOBE 情報の提供：https://www.biglobe.ne.jp/privacy-annex.html#anchor03 

第 35 条（通信の秘密の保護） 

当社は、本サービスの提供に伴い取り扱う契約者の通信の秘密を電気通信事業法第 4 条に基づき保護し、サービスの円滑な

提供および維持に必要な範囲でのみ使用または保存します。 

第 36 条（位置情報等の匿名化利用） 

当社は、取得した位置情報および契約者属性情報について、特定の個人を再識別できないよう匿名加工化を行ったうえで、

統計データや分析情報として第三者へ提供または自ら利用することがあります。 

第 37 条（電子メール等の取り扱いおよび配信設定） 

1  当社は、契約者に対し、本サービスに関する重要なお知らせ、および当社もしくは提携事業者のサービスに関する広告・宣

伝等の電子メールを配信します。 
2  広告・宣伝メールの配信変更または配信停止を希望する契約者は、当社所定のお知らせメール受け取り設定ページ

（https://support.biglobe.ne.jp/jimu/keiyaku/osirasemail.html）より設定を変更することができます。 

第 38 条（準拠法および合意管轄） 

1  本特約の成立、効力、履行および解釈に関しては、日本法が適用されるものとします。 
2  本特約に関する紛争については、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。 

第 39 条（本サービスの変更または廃止） 

1  当社は、本サービスの全部もしくは一部を変更、追加または廃止することができます。この場合、第 2 条の規定を準用しま

す。 
2  当社は、前項による本サービスの全部もしくは一部の変更、追加または廃止により契約者に損害が生じた場合、契約者に現

実に生じた直接かつ通常の損害について責任を負います。ただし、当社の故意または重過失による場合はその限りではあり

ません。 
 
附則 

本特約は、2026 年 9 月 17 日から実施します。 

  



別紙（料金等および機器損害金） 
 

1．適用 

この別表に記載する料金額は、消費税等相当額を含む金額です。かかる料金額に含まれる消費税等相当額は、本サービスの

ご利用時点の料率に基づき計算します。ただし、初期費用および工事費用に加算する消費税等相当額については、工事を実

施した設置工事日等の料金起算日における税率に基づき計算します。 

2．初期費用・登録料 

項目 単位 料金額（税込） 課金開始月 

サービス登録料 1 契約あたり 4,950 円 契約開始日の翌月 

光回線再利用費用 1 契約あたり 4,400 円 契約開始日の翌月 

3．月額費用 

住居タイプ 契約プラン 回線タイプ 速度タイプ 開通状態 提供契約 
月額利用料 
（税込） 

課金開始月 

ホーム 2 年プラン タイプ 1
（FTTH＋特

定 5G） －※1 

FTTH 開通前 
FTTH － 

5G 通信開始月の翌月 
特定 5G 4,642 円 

FTTH 開通後 
FTTH 5,720 円 

FTTH 開通月の翌月 
特定 5G 550 円※2 

10 ギガ 

FTTH 開通前 
FTTH － 

5G 通信開始月の翌月 
特定 5G 4,642 円 

FTTH 開通後 
FTTH 6,380 円 

FTTH 開通月の翌月 
特定 5G 550 円※2 

ワイヤレス タイプ 2 
（特定 5G） 

－ － 特定 5G 4,642 円 5G 通信開始月の翌月 

ホーム タイプ 3 
（特定 FTTH
＋特定 5G） －※1 

FTTH 開通前 
特定 FTTH － 

5G 通信開始月の翌月 
特定 5G 4,642 円 

FTTH 開通後 
特定 FTTH 5,720 円 

FTTH 開通月の翌月 
特定 5G 550 円※2 

10 ギガ 

FTTH 開通前 
特定 FTTH － 

5G 通信開始月の翌月 
特定 5G 4,642 円 

FTTH 開通後 
特定 FTTH 6,380 円 

FTTH 開通月の翌月 
特定 5G 550 円※2 

マンション 

－※1 

FTTH 開通前 
特定 FTTH － 

5G 通信開始月の翌月 
特定 5G 4,642 円 

FTTH 開通後 
特定 FTTH 4,642 円 

FTTH 開通月の翌月 
特定 5G 550 円※2 

10 ギガ 

FTTH 開通前 
特定 FTTH － 

5G 通信開始月の翌月 
特定 5G 4,642 円 

FTTH 開通後 
特定 FTTH 6,380 円 

FTTH 開通月の翌月 
特定 5G 550 円※2 

※1  回線は 1 ギガ相当となります。 
※2 タイプ 1 およびタイプ 3 の契約者は、特定 5G の提供契約に係る月額利用料を FTTH の開通有無を問わず支払うことを要

しますが、FTTH インターネットサービスまたは特定 FTTH インターネットサービスを、特定 5G インターネットサービ

スと同一名義・同一契約住所にて敷設し、ハイブリッドホームルーターに接続することを条件に、FTTH 開通後は、550
円（税込相当）/月を割引します。 
  



4．FTTH 開通工事費用（タイプ 1・タイプ 3） 

住居タイプ 施工内容 支払方式 
金額および分割支

払額（税込） 
課金開始月 備考 

ホーム/マンション 無派遣工事 一括払い 3,300 円 
開通工事の翌々

月 
初回一括請求 

ホーム 派遣工事 
一括払い 39,600 円 

開通工事の翌月

または翌々月 

土日祝日実施は別途 3,300 円（税込）加算 

分割払い

（24 回） 
1,650 円×24 回 

・中途解約時は残債一括支払い 
・土日祝日実施は別途 3,300 円（税込）加算 

マンション 派遣工事 
一括払い 26,400 円 土日祝日実施は別途 3,300 円（税込）加算 

分割払い

（24 回） 
1,100 円×24 回 

・中途解約時は残債一括支払い 
・土日祝日実施は別途 3,300 円（税込）加算 

5. NTT 東日本または NTT 西日本の工事費の未払い分割払金の支払回数および金額（タイプ 3） 

住居タイプ 速度タイプ 回線タイプ 契約プラン 支払方式 課金開始月 金額および分割支払額（税込） 

ホーム/マンション 
全速度タイ

プ共通 
タイプ 3 2 年プラン 

分割払い 
（24 回） 

開通工事の

翌々月 
NTT 東日本または NTT 西日本の工事

費の未払い分割払金に応じて算出 ※3 

※3 本サービス契約の成立時点における、NTT 東日本または NTT 西日本とのフレッツ光契約の下でのフレッツ光回線の開通

工事費用の未払いの分割払金の総額により変動します。工事費の分割により端数が発生した場合は、最終支払い月の請求

額にて調整させていただきます。分割払いの期間中に本サービスを解約される場合、残債分は一括でご請求します。 

6. 契約解除料および損害金 

項目 条件・対象 契約解除料・損害金額 課金開始月 

契約解除料 2 年定期利用契約の更新期間外での解約 3,102 円（税込） 解約月の翌月 

機器未返却損害金 
解約後、指定期日までにハイブリッドホームルーター

未返却の場合 
38,200 円（不課税） 催告後の指定期日 

 


